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身
近
な
人
が
亡
く
な
っ
た
時
、
葬
儀
や
埋
葬
の
ほ
か
に
も
や
る
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

 

・ 

死
亡
届
の
提
出

 

・ 

年
金
の
受
給
停
止

 

・ 

健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
健
康
保
険
証
）
の
返
却

 

・ 

実
印
の
登
録
証
や
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
返
却

　

な
ど
の
公
的
機
関
へ
の
手
続
き
や
届
出
だ
け
で
も
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
行
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

故
人
の
残
し
た
財
産
を
相
続
人
で
ど
う
分
割
す
る
か
、
い
わ
ゆ
る
〝
遺
産
分
け
〞
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
ま
た
、
各
種

公
共
料
金
の
引
落
し
先
の
変
更
が
必
要
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

相
続
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
れ
ば
、
そ
の
対
応
も
不
可
欠
で
す
。

　

本
書
で
は
、
そ
れ
ら
手
続
き
・
届
出
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
、
ま
っ
た
く
初
め
て
の
人
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
平
易
に

ま
と
め
ま
し
た
。
ま
ず
4
・
5
ペ
ー
ジ
に
挙
げ
た
「
１
年
間
の
全
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
で
葬
儀
か
ら
一
周
忌
ま
で
、
相
続

に
つ
い
て
や
る
べ
き
こ
と
を
押
さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

身
近
な
人
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
の
１
年
間
は

や
る
べ
き
こ
と
が
、
た
く
さ
ん
あ
る
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３か月 4か月 10か月 1年

四十九日法要

その他
変更登記の必要なものは、
すみやかに

亡くなって３か月
相続の限定承認
相続放棄の対応 遺言書の確認、相続人・相

続財産の特定、遺産分割
協議書の作成、遺産分け

亡くなって４か月
故人の所得税の準確定申告

亡くなって10か月
故人の相続財産の相続
相続税額の計算と納付

亡くなって１年
一周忌
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身近な人が亡くなった時
「主にすべきこと」一覧

死亡 10日 １か月

亡くなった直後
葬儀に関すること
（葬儀社の選定・手配、通夜・告別式）

亡くなって７日
死亡届の提出

亡くなって14日
健康保険の資格喪失手続き
公共料金や葬儀費用などの支払いは
１か月ほどのうちに

亡くなって10日
年金の受給停止・未支給分の請求
（国民年金は14日）



● 

身
近
な
人
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
の
１
年
間
は
や
る
べ
き
こ
と
が
、た
く
さ
ん
あ
る 

 …
…
…
…
…
…

3

● 

身
近
な
人
が
亡
く
な
っ
た
時「
主
に
す
べ
き
こ
と
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覧 

 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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内
容
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２
０
２
２
年
10
月
末
時
点
の
情
報
に
も
と
づ
い
て
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め
て
い
ま
す
。

※
市
区
町
村
役
場
へ
の
申
請
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の
書
式
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市
区
町
村
ご
と
に
異
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
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死
亡
診
断
書
・
死
亡
届
は

７
日
以
内
に
市
区
町
村
役
場
に
提
出

　

家
族
な
ど
身
近
な
人
が
亡
く
な
っ
た
時
、
市
区
町
村
役
場
へ
の
手
続
き
と
し
て
、
ま
ず
何
を
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。
最
初
の
手
続
き
は
死
亡
診
断
書
・
死
亡
届
の
提
出
で
す
。

「
そ
ん
な
書
類
、
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
ど
う
手
続
き
し
た
ら
よ
い
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
！
」

　

そ
う
心
配
す
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
そ
の
点
は
心
配
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
身
近
な
人
の
死
亡
に
立
ち
会
っ
た
、
も
し
く
は
死
亡

を
確
認
し
た
医
師
・
医
療
機
関
が
、
提
出
す
べ
き
書
類
を
き
ち
ん
と
用
意
し
て
く
れ
ま
す
。

■ 

死
亡
診
断
書
と
死
亡
届
は
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る

　

死
亡
診
断
書
と
死
亡
届
は
セ
ッ
ト
で
１
枚
の
用
紙
に
な
っ
て
い
ま
す
。
16
・
17
ペ
ー
ジ
に
示
す
よ
う
に
、

1-1
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出
と
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儀
の
ポ
イ
ン
ト

第2章
年
金
・
保
険
・
銀
行
な
ど
も
れ
な
く

押
さ
え
て
お
き
た
い
お
金
ま
わ
り
の
手
続
き

第3章

第4章
相
続
税
、
所
得
税
な
ど
の

税
金
ま
わ
り
の
基
礎
知
識

第5章
こ
ん
な
時
は
ど
う
す
る
？

相
続
手
続
き
Ｑ
＆
Ａ

揉
め
ず
に
進
め
る

遺
産
の
整
理
と
相
続
手
続
き

用
紙
の
左
側
が
死
亡
届
、
右
側
が
死
亡
診
断
書
で
す
。

「
ど
う
記
入
し
た
ら
い
い
の
？
」

　

そ
の
よ
う
な
心
配
も
し
な
く
て
大
丈
夫
で
す
。
右
側
の
死
亡
診
断
書
の
必
要
事
項
は
、
身
近
な
人
が
亡
く

な
っ
た
時
に
立
ち
会
っ
た
医
師
が
記
入
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

看
取
っ
た
家
族
が
記
入
す
る
の
は
、
左
半
分
の
死
亡
届
で
、
記
入
の
必
要
の
あ
る
箇
所
で
す
。
死
亡
し
た

人
の
氏
名
や
生
年
月
日
、
職
業
、
死
亡
し
た
時
刻
や
場
所
、
住
所
や
本
籍
な
ど
で
す
か
ら
、
記
入
に
あ
た
っ

て
と
く
に
注
意
す
べ
き
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

間
違
い
や
す
い
の
は
本
籍
で
、
故
人
が
生
前
、
家
族
に
と
く
に
知
ら
せ
る
こ
と
な
く
本
籍
を
変
え
て
い
た

よ
う
な
場
合
も
あ
り
得
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
故
人
が
住
ん
で
い
た
市
区
町
村
役
場
で
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
。

　

死
亡
診
断
書
と
死
亡
届
は
死
亡
を
知
っ
た
日
か
ら
７
日
以
内
に
、
市
区
町
村
役
場
に
提
出
し
ま
す
。
提
出

先
は
故
人
の
本
籍
地
で
も
、
提
出
す
る
人
の
住
所
地
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
提
出
す
る
人
は
故
人
の

配
偶
者
で
も
親
族
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
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死亡したところの種別で「3
介護医療院・介護老人保険施
設」を選択した場合は、施設
の名称に続けて、介護医療院、
介護老人保健施設の別をカッ
コ内に書いてください。

この死亡診断書は（死体検案書）は、我が国の死因統計作成の資料としても用いられます。楷書で、できるだけ詳しく書いてください。

医師が記入する。絶対に加筆
や修正をしてはいけない死

亡
し
た
と
き
、死
亡
し
た
と
こ
ろ

な
ど
は
転
記
す
る
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第3章

第4章
相
続
税
、
所
得
税
な
ど
の

税
金
ま
わ
り
の
基
礎
知
識

第5章
こ
ん
な
時
は
ど
う
す
る
？

相
続
手
続
き
Ｑ
＆
Ａ

揉
め
ず
に
進
め
る

遺
産
の
整
理
と
相
続
手
続
き

死亡診断書・死亡届の
記載例

タナカ

昭和30
令和4
東京都台東区○○○

東京都台東区○○○

東京都新宿区○○○

東京都台東区○○○
東京都新宿区○○○

8 1
10

8 38
14

田中

△△区

田中 一郎

田中 一郎

イチロウ

一郎

田中 二郎

□1. 同居の親族　　□2. 同居していない親族　□3. 同居者　　□4. 家主　　□5. 地主
□6. 家屋管理人　　□7. 土地管理人　　　　　□8. 公設所の長　　　　　　□9. 後見人
□10. 保佐人　　　  □11. 補助人　　　　　　 □12. 任意後見人　　　　　 □13. 任意後見受任者

鉛筆や消えやすいインキ
で書かないでください。
死亡したことを知った日
からかぞえて 7 日以内に
出してください。
死亡者の本籍地でない役
場に出すときは、2 通出
してください（役場が相
当と認めたときは、1 通
で 足 り る こ と も あ り ま
す。）。2 通の場合でも、
死亡診断書は、原本 1 通
と写し 1 通でさしつかえ
ありません。

4 8 2

正式には、ここに記載のある1.～
13.の順で届出人となる。できるだけ
近親者が届出人になったほうがよい

内縁関係の場合は「いない」に
チェックを入れる

死亡した人の本籍地ではない役場
に提出する時は２通提出。死亡診断
書は原本１通と写し１通でもよい

市区町村役場

どこで

死亡を知ってから
7日以内

いつまでに
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■ 

葬
儀
社
が
代
行
し
て
く
れ
る
こ
と
も
一
般
的
に
な
っ
た

　

最
近
は
、
死
亡
診
断
書
・
死
亡
届
に
関
す
る
入
手
か
ら
提
出
な
ど
の
手
続
き
を
代
行
し
て
く
れ
る
葬
儀
社

も
一
般
的
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
書
類
は
、
葬
儀
全
般
に
関
わ
る
葬
儀
社
と
し
て
も
必
要
な
書
類

の
一
つ
な
の
で
、
そ
の
手
続
き
を
一
括
し
て
行
お
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

手
続
き
に
あ
た
っ
て
留
意
し
た
い
の
は
、
提
出
の
前
に
コ
ピ
ー
を
多
め
に
取
っ
て
お
く
こ
と
。
後
日
、
故

人
の
銀
行
口
座
の
閉
鎖
や
生
命
保
険
の
保
険
金
の
受
取
り
の
手
続
き
な
ど
で
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
る
か
ら

で
す
。

　

な
お
、
死
亡
診
断
書
・
死
亡
届
、
あ
わ
せ
て
次
項
の
火
葬
許
可
申
請
書
が
市
区
町
村
役
場
に
受
理
さ
れ
る

と
、
次
項
で
触
れ
る
火
葬
許
可
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
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第5章
こ
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相
続
手
続
き
Ｑ
＆
Ａ

揉
め
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に
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め
る

遺
産
の
整
理
と
相
続
手
続
き

火
葬
許
可
申
請
書
は

死
亡
届
と
同
時
に
提
出
す
る

　

身
近
な
人
が
亡
く
な
っ
た
時
、
死
亡
診
断
書
・
死
亡
届
と
と
も
に
提
出
す
る
書
類
が
も
う
１
枚
あ
り
ま

す
。
そ
れ
が
火
葬
許
可
申
請
書
（
埋
火
葬
許
可
申
請
書
）
で
す
。
用
紙
は
役
場
に
常
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
記

載
例
は
21
ペ
ー
ジ
に
挙
げ
て
お
き
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
も
、
指
定
さ
れ
た
事
項
を
記
入
し
て
い
け
ば
よ
く
、
む
ず
か
し
い
書
類
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

こ
の
申
請
書
の
手
続
き
も
、
死
亡
診
断
書
・
死
亡
届
の
手
続
き
と
あ
わ
せ
て
葬
儀
社
が
代
行
し
て
く
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
で
し
ょ
う
。
通
常
は
、
葬
儀
社
が
火
葬
ま
で
の
手
配
を
一
括
し
て
行
っ
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。

■ 

火
葬
許
可
申
請
書
の
提
出
後
、
そ
の
場
で
火
葬
許
可
証
が
交
付
さ
れ
る

　

火
葬
許
可
申
請
書
の
提
出
場
所
は
死
亡
診
断
書
・
死
亡
届
と
同
様
に
市
区
町
村
役
場
で
、
提
出
期
日
も
同
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様
に
死
亡
を
知
っ
た
日
か
ら
７
日
以
内
で
す
。

　

役
場
に
火
葬
許
可
申
請
書
を
提
出
し
、
受
理
さ
れ
る
と
、
役
場
が
す
ぐ
そ
の
場
で
火
葬
許
可
証
を
交
付
し

て
く
れ
ま
す
。
交
付
さ
れ
る
火
葬
許
可
証
は
、
故
人
を
火
葬
す
る
た
め
の
大
事
な
書
類
で
す
。

　

一
般
的
に
故
人
の
葬
式
（
告
別
式
）
は
死
亡
後
、
数
日
の
う
ち
に
執
り
行
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
告
別

式
の
あ
と
、
火
葬
場
に
向
か
い
、
故
人
は
荼だ

び毘
に
ふ
さ
れ
ま
す
。
そ
の
時
に
火
葬
許
可
証
が
必
要
に
な
る
の

で
す
か
ら
、
提
出
期
日
ギ
リ
ギ
リ
に
火
葬
許
可
申
請
書
を
提
出
し
た
と
な
る
と
、
手
続
き
の
順
番
が
逆
に

な
っ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。

　

で
す
か
ら
、
実
態
と
し
て
は
、
身
近
な
人
が
亡
く
な
っ
て
告
別
式
を
執
り
行
う
前
に
死
亡
診
断
書
・
死
亡

届
と
あ
わ
せ
て
火
葬
許
可
申
請
書
を
提
出
し
、
火
葬
許
可
証
を
受
け
取
っ
て
お
く
よ
う
に
し
ま
す
。
気
持
ち

が
動
揺
す
る
な
か
で
こ
の
手
続
き
が
錯
綜
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
葬
儀
社
が
代
行
す
る
こ
と
が
一
般
的
に

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

■ 

火
葬
し
た
事
実
を
記
し
た
火
葬
許
可
証
が
埋
葬
許
可
証
に
な
る

　

故
人
を
荼
毘
に
ふ
す
時
に
、
火
葬
場
に
火
葬
許
可
証
を
持
参
し
ま
す
。
そ
し
て
、
火
葬
場
が
火
葬
許
可
証
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＆
Ａ

揉
め
ず
に
進
め
る

遺
産
の
整
理
と
相
続
手
続
き

死体埋火葬許可申請書の
記載例

4
× ×
神奈川県川崎市○○○
神奈川県川崎市×××

神奈川県川崎市○○○

神奈川県川崎市×××

神奈川県川崎市△△△

△△斎場

子 田中 一郎

田中 太郎

38

16

4 30 207 2

9 24

8 14

8 2令和

令和

明　昭　令
大　平

明　昭　令
大　平

※書式は市区町村によって異なる

市区町村役場

どこで

死亡を知ってから
7日以内

いつまでに

この火葬許可申請
書を役場に提出し
て役場から火葬許
可証を発行しても
らい、その火葬許
可証に火葬場の担
当者が火葬の事実
を記して埋葬許可
証となる

火葬許可証の発行の際に火葬場の使用
申請を求められることがある。それらの
手続きは葬儀社が代行するケースが多い

ペスト、エボラ出血熱
などの場合。一類感
染症以外の場合は｢
その他」となる
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に
火
葬
し
た
事
実
を
記
し
ま
す
。
そ
れ
が
、
埋
葬

許
可
証
と
な
り
ま
す
。

　

火
葬
場
の
担
当
者
に
、「
こ
の
書
類
は
お
墓
へ

の
納
骨
の
際
に
必
要
に
な
る
の
で
、
箱
に
一
緒
に

入
れ
て
お
き
ま
す
ね
」　

と
い
っ
た
こ
と
を
告
げ

ら
れ
、
遺
骨
を
納
め
た
骨
壺
を
入
れ
た
骨
箱
と
あ

わ
せ
て
埋
葬
許
可
証
を
渡
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
埋
葬
許
可
証
は
お
墓
に
納
骨
す
る
際
に
、

寺
や
墓
地
の
管
理
事
務
所
に
提
出
し
ま
す
。
寺
や

墓
地
が
埋
葬
許
可
証
を
受
け
取
っ
て
納
骨
を
す
ま

せ
れ
ば
、
埋
葬
ま
で
の
一
連
の
流
れ
が
滞
り
な
く

行
わ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
一
連
の
流
れ
を
上
図
に
ま
と
め
ま
し
た
の

で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

故人の死亡から納骨までの流れ

一連の手続きを
葬儀社に代行し
てもらうケース
が多い

①死亡診断書を医師から受け取る

②死亡届と火葬許可申請書を記入し、
市区町村役場に提出する

③市区町村役場から火葬許可証が
交付される

④火葬許可証を火葬場に提出する

⑤火葬場が火葬した事実を
記したのが埋葬許可証

埋葬許可証が
手渡される

⑥埋葬許可証を寺や墓地管理事務所に提出し、
埋葬（納骨）する
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世
帯
主
の
変
更
届
は

必
要
な
ケ
ー
ス
と
必
要
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る

　

身
近
な
人
が
亡
く
な
っ
た
時
、
市
区
町
村
役
場
に
行
う
手
続
き
に
、
世
帯
主
変
更
届
が
あ
り
ま
す
。
手
続

き
す
る
書
類
と
し
て
は
住
民
異
動
届
出
書
（
25
ペ
ー
ジ
、
書
式
は
市
区
町
村
に
よ
っ
て
異
な
る
）
で
、
そ
の

冒
頭
部
分
の
「
転
入
・
転
居
・
転
出
・
世
帯
主
変
更
・
そ
の
他
」
な
ど
の
区
分
の
欄
の
「
世
帯
主
変
更
」
に

印
を
つ
け
、
必
要
事
項
を
記
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

提
出
期
日
は
、
身
近
な
人
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
14
日
以
内
で
す
。

■ 

誰
が
世
帯
主
に
な
る
か
を
決
め
て
提
出
す
る

　

世
帯
主
が
亡
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
世
帯
主
の
変
更
届
の
必
要
が
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
誰
が
新
し
い
世
帯
主
で
あ
る
か
が
明
ら
か
な
ケ
ー
ス
で
す
。
た
と
え
ば
、
夫
婦
だ
け
の
暮
ら
し
の
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な
か
で
、
世
帯
主
が
死
亡
し
た
ケ
ー
ス
で
す
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
残
っ
た
一
人
が
自
動
的
に
世
帯
主
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
夫
婦
に
子
ど
も
が
い
た
場
合
で
も
、
そ
の
子
が
15
歳
未
満
な
ど
就
業
年
齢
に
達
し
て
い
な
い

場
合
に
は
世
帯
主
に
な
れ
な
い
の
で
、
自
動
的
に
故
人
の
配
偶
者
が
世
帯
主
に
決
ま
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
自
動
的
に
誰
が
世
帯
主
に
な
る
か
が
明
確
な
場
合
、
世
帯
主
の
変
更
届
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
以
外
の
ケ
ー
ス
で
は
、
世
帯
主
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
、
誰
が
世
帯
主
に
な
る
の
か
を
決
め
、
市
区
町

村
役
場
に
世
帯
主
の
変
更
届
を
提
出
し
ま
す
。

　

提
出
す
る
の
は
通
常
は
新
し
く
世
帯
主
に
な
る
人
で
す
が
、
故
人
と
同
じ
世
帯
に
住
む
人
で
あ
れ
ば
、
誰

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
世
帯
主
の
変
更
届
の
提
出
が
必
要
な
人
（
世
帯
）
が
変
更
届
を
提
出
し
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る
で

し
ょ
う
か
。
厳
密
に
い
う
と
、
住
民
基
本
台
帳
法
違
反
と
な
り
ま
す
。
世
帯
主
が
亡
く
な
っ
て
ド
タ
バ
タ
す

る
な
か
で
提
出
し
忘
れ
て
い
た
場
合
に
も
法
律
違
反
が
問
わ
れ
る
か
は
何
と
も
い
え
ま
せ
ん
が
、
提
出
が
必

要
な
場
合
は
き
ち
ん
と
提
出
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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税
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＆
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住民異動届出書（世帯主の変更届）

※書式は市区町村によって異なる

東京都北区長 あて
＊太線の枠内のみお書きください 年 月 日受付
*該当するものに□してください
□転入（北区外から引越してきた方） □転居（北区内で引越した方） □世帯主変更
□転出（北区外へ引越する方・引越した方） □世帯分離・合併 □その他（　　　　　　　　）

〒 方書（マンション名等）

方書（マンション名等）

電話   （ ）

□本人または世帯主 □代理人（本人との関係 ）

□（届出人と同じ）

□届出人と同じ

□（届出人と同じ）

〒 世帯主（□届出人と同じ）

世帯主（□届出人と同じ）
号

号
＊異動者電話番号（届出人が代理人の場合） 　　（ ）
＊転入の方は、以前同区に住所がありましたか □有 （ ） □無

職員記入欄
＊マイナンバーカードをお持ちの方は住所異動に伴い署名用電子証明書が失効します。再発行を希望しますか □する □しない

1

2

3

4

5
フリガナ

氏名

・

・

・

・

フリガナ

氏名

フリガナ

氏名

フリガナ

氏名

・

年　　　 月　　 日異動年月日

新しい住所

今までの住所

届出人 住所

フリガナ

氏名

・

フリガナ

氏名

（窓口に来られた方）

就学

小
・
中
小
・
中
小

・

明・大・昭・平・令・西暦

明・大・昭・平・令・西暦

明・大・昭・平・令・西暦

明・大・昭・平・令・西暦

異動される方の氏名・フリガナ
（届出人も記入してください）

中

続柄生年月日

明・大・昭・平・令・西暦

・

・

・

・

中
小
・
中
小
・

114-××××

114- ××××

方書（マンション名等）〒 114- ××××

サトウ　ハナコ

令和 4 2

30 10 10

60 8 20

20

佐藤  花子

佐藤 花子 本人

長男

佐藤 花子

佐藤 太郎

東京都北区○○○

東京都北区○○○

東京都北区○○○

03 ××××      ××××  

サトウ　ハナコ

佐藤 一郎
サトウ　イチロウ

△△△

市区町村役場

どこで

死亡から
14日以内

いつまでに

いくつかの項目から
「世帯主変更」をチェック。
その異動の内容を記入していく

新しい世帯主と
その世帯構成
を記入する

住所が変わらない場合、同じ住所を
書き、世帯主のみ変える
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■ 

本
人
確
認
の
書
類
が
ま
す
ま
す
重
要
に
！

　

な
お
、
世
帯
主
の
変
更
届
の
提
出
の
際
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
、
提
出
す
る
人
の
印
鑑
の
ほ
か
、

運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
、
提
出
す
る
人
の
本
人
確
認
書
類
が
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
本
人
確
認

書
類
と
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
一
般
的
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

世
帯
主
の
変
更
届
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
住
民
異
動
届
の
提
出
や
住
民
票
の
写
し
の
交
付

な
ど
の
際
に
、
提
出
・
申
請
す
る
人
の
身
分
を
証
明
す
る
書
類
に
よ
る
本
人
確
認
が
厳
格
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
公
的
手
続
き
に
あ
た
っ
て
、
本
人
が
提
出
・
申
請
す
る
な
ら
ば
問
題
な
し
と
考
え
る
の
で
は

な
く
、「
顔
写
真
入
り
の
証
明
書
」
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
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第１章
急
を
要
す
る
手
続
き
・
届
出
と

葬
儀
の
ポ
イ
ン
ト

第2章
年
金
・
保
険
・
銀
行
な
ど
も
れ
な
く

押
さ
え
て
お
き
た
い
お
金
ま
わ
り
の
手
続
き

第3章

第4章
相
続
税
、
所
得
税
な
ど
の

税
金
ま
わ
り
の
基
礎
知
識

第5章
こ
ん
な
時
は
ど
う
す
る
？

相
続
手
続
き
Ｑ
＆
Ａ

揉
め
ず
に
進
め
る

遺
産
の
整
理
と
相
続
手
続
き

身
近
な
人
が
亡
く
な
っ
た
直
後
に

市
区
町
村
役
場
で
す
べ
き
主
な
手
続
き

　

身
近
な
人
が
亡
く
な
っ
た
直
後
は
、
と
か
く
バ
タ
バ
タ
と
す
る
も
の
で
す
。
死
亡
届
の
提
出
や
通
夜
・
告

別
式
な
ど
の
葬
儀
は
執
り
行
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
ど
っ
と
疲
れ
が
出
て
、
諸
々
の
手
続
き
に
不
備
や
も

れ
が
あ
っ
て
も
、
し
か
た
な
い
面
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
、
行
っ
て
お
く
べ
き
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
銀
行
、
年
金
、
保
険
、

行
政
な
ど
に
関
わ
る
手
続
き
の
う
ち
、
期
限
の
あ
る
も
の
は
す
み
や
か
に
行
っ
て
お
く
べ
き
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
身
近
な
人
が
亡
く
な
っ
た
直
後
の
手
続
き
・
届
出
の
う
ち
、
行
政
に
対
す
る
主
な
手
続
き
を

ま
と
め
て
お
き
ま
す
。
基
本
は
、
解
約
す
べ
き
も
の
を
解
約
し
、
返
却
す
べ
き
も
の
は
返
却
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
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■ 

公
共
料
金
の
引
落
し
は
解
約
や
名
義
変
更
を
す
る

　

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
の
公
共
料
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
解
約
す
る
も
の
は
解
約
し
、
料
金
を
口

座
引
落
し
に
し
て
い
る
場
合
は
引
落
し
口
座
の
変
更
を
行
い
、
名
義
変
更
を
す
る
場
合
は
今
後
は
誰
の
支
払

い
に
す
る
か
を
決
め
て
名
義
を
変
更
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
基
本
は
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
手
続
き
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
手
続

き
は
か
え
っ
て
面
倒
と
思
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
場
合
は
、
電
話
で
連
絡
し
、
必
要
書
類
を
送
っ
て

も
ら
い
、
手
続
き
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
電
話
で
連
絡
を
入
れ
る
場
合
は
、
毎
月
の
請
求
伝
票
や
領
収
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
お
客
さ
ま
番

号
を
確
認
し
て
お
く
と
話
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
で
し
ょ
う
。

　

公
共
料
金
と
い
っ
て
も
、
市
区
町
村
役
場
で
は
電
気
や
ガ
ス
を
は
じ
め
、
民
間
業
者
に
委
託
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
も
の
で
す
。
と
く
に
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
場
合
、
役
場
が
業
者
に
委
託
す
る
の
と
は
異
な
り
、

民
間
業
者
が
独
自
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
ち
ら
か
ら
解
約
や
名
義
変
更
を
申
し
出
な
く
て
は
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
す
。
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第１章
急
を
要
す
る
手
続
き
・
届
出
と

葬
儀
の
ポ
イ
ン
ト

第2章
年
金
・
保
険
・
銀
行
な
ど
も
れ
な
く

押
さ
え
て
お
き
た
い
お
金
ま
わ
り
の
手
続
き

第3章

第4章
相
続
税
、
所
得
税
な
ど
の

税
金
ま
わ
り
の
基
礎
知
識

第5章
こ
ん
な
時
は
ど
う
す
る
？

相
続
手
続
き
Ｑ
＆
Ａ

揉
め
ず
に
進
め
る

遺
産
の
整
理
と
相
続
手
続
き

　

手
続
き
の
期
日
は
〝
す
み
や
か
に
〞
と
い
う
程
度
の
意
識
で
よ
い
の
で
す
が
、
注
意
し
た
い
の
は
、
故
人

の
口
座
が
引
落
し
の
前
に
凍
結
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
す
。
そ
の
場
合
、
引
落
し
の
期
日
が
く
る
と
引
落
し

が
で
き
ず
、
未
払
い
の
扱
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
、〝
す
み
や
か
に
〞
と
い
っ
て
も
１

か
月
の
う
ち
、
故
人
が
他
界
し
た
当
月
に
対
応
し
て
お
く
べ
き
で
す
。

　

な
お
、
固
定
電
話
の
解
約
の
場
合
も
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
電
話
料
金
の
支
払
い
の
引

落
し
口
座
の
名
義
変
更
だ
け
な
ら
手
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
も
と
も
と
固
定
電
話
の
加
入
権
は
相
続
財
産

で
す
（
32
ペ
ー
ジ
参
照
）。
で
す
か
ら
、
電
話
加
入
権
を
引
き
継
ぐ
場
合
は
、
引
き
継
ぐ
人
が
各
電
話
会
社

か
ら
電
話
加
入
権
等
承
継
・
改
称
届
出
書
（
30
ペ
ー
ジ
）
を
取
り
寄
せ
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
郵
送
し
ま

す
。

■ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
印
鑑
登
録
証
、
障
害
者
手
帳
は
？ 

　

市
区
町
村
役
場
か
ら
交
付
を
受
け
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
印
鑑
登
録
証
な
ど
は
原
則
、
す
み
や

か
に
返
却
し
ま
す
。
市
区
町
村
役
場
に
常
備
さ
れ
て
い
る
「
返
却
届
」「
登
録
の
廃
止
届
」
と
い
っ
た
書
類

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
請
者
の
身
分
を
証
明
す
る
書
類
を
提
示
し
て
返
却
し
ま
す
。



30

⑩電話帳掲載
（ハローページ）

１．掲載しない
２．掲載する（□番号１ □番号2）*下記にご記入ください
３. 掲載せず番号案内サービス（104）のみ希望する（□番号１ □番号2）*下記にご記入ください
＊下記の欄が未記入の場合は電話帳掲載・番号案内とも実施いたしません

ﾌﾘｶﾞﾅ ﾌﾘｶﾞﾅ

普通掲載
（無料）

重複掲載
（有料）

記入年月日 年 月 日

⑦新ご契約者住所 郵便番号 ー 都道府県

市区町村・丁目・字 番地 号 建物名 部屋番号

⑤現ご契約者名
ﾌﾘｶﾞﾅ

弊社(ＮＴＴ東日本)記入欄

⑥新ご契約者名

個人のお客様

ﾌﾘｶﾞﾅ

（姓） （名）

法人のお客様
＊（株）等省略せずに
正式名称をご記入ください

ﾌﾘｶﾞﾅ ⑨連絡先電話番号

⑧申込者名

１.新ご契約者
２.その他(下記へ）

ﾌﾘｶﾞﾅ

申込者

Ｃ

休止番号 事業所コード
－

旧電話番号または旧ひかり電話番号 * ハイフン無し

①【電話番号・ひかり電話番号】*ハイフン無し

⑪電話料金のお支払方法
１．現在のクレジットカード（引き落とし口座）を継続する
２．ご新規、または現在と異なるクレジットカード（口座振替）によるお支払いを希望する
＊お客様より別途お申込が必要です。お手続完了までは請求書でのお支払いとなります

３．請求書でのお支払いを希望する

⑬手続き完了のお知らせ
送付先

１．新ご契約者名、新ご契約者住所と同じ
２．電話料金請求書の送付先に同じ

⑫電話料金請求書の送付先
１．新ご契約者名、新ご契約者住所と同じ ２．その他のお名前・ご住所へ送付(下記へご記入ください）

郵便番号 ー 都道府県

市区町村・丁目・字 番地 号 建物名 部屋番号

下記に記入した電話加入権等を、承継・改称したいので、必要な確認書類を添えて届け出ます。
なお、承継届出の場合、相続の順位が同順位の法定相続人が複数人存在する場合、他の相続権を有する者はこれに同意しています。

（１）

（２）

＊複数回線あり上記①～③で
記入欄が不足する場合は
【裏面】をご利用ください。

④お手続き内容 １．承継２．改称

旧書類 新書類 新契約者確認書類名 不足書類名 審査完了

□ ＯＫ
□ ＮＧ

□ ＯＫ
□ ＮＧ

□ ＡＴ
□ ＭＴ

ﾌﾘｶﾞﾅ

お名前
※全20文字以内でご記入ください

以下の内容についてご記入ください。機械で読み取りますので、黒のボールペンで枠内に丁寧にご記入ください。
選択肢のあるものについては該当する数字を太枠内にご記入ください。ご記入がない場合は１を選択したものとみなします。
間違えた場合は二重線をし、修正する内容を同じ枠内にご記入ください。

③【契約ID】*フレッツサービスをご利用の場合

②【利用休止番号または旧電話番号*】 *利用休止番号がご不明の場合

東日本電信電話株式会社御中 【電話加入権等承継・改称届出書】

（日中連絡のとれる携帯電話等）

令和4 123

スズキ タロウ
鈴木  太郎

鈴木    花子 鈴木花子
03-××××-××××

スズキ 　　  ハナコ スズキハナコ

0   3 × × × × × × × ×

1

1

1

1
1

1

電話加入権等承継・
改称届出書の記載例 各電話会社

どこで

すみやかに

いつまでに

亡くなった人

契約を引き継ぐ人

「承継」とは引き継ぐこと、
「改称」とは所有者が変
わること

請求書の送付や手続き
完了通知を新規契約者
とは別の人に知らせた
い場合に記入する
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第１章
急
を
要
す
る
手
続
き
・
届
出
と

葬
儀
の
ポ
イ
ン
ト

第2章
年
金
・
保
険
・
銀
行
な
ど
も
れ
な
く

押
さ
え
て
お
き
た
い
お
金
ま
わ
り
の
手
続
き

第3章

第4章
相
続
税
、
所
得
税
な
ど
の

税
金
ま
わ
り
の
基
礎
知
識

第5章
こ
ん
な
時
は
ど
う
す
る
？

相
続
手
続
き
Ｑ
＆
Ａ

揉
め
ず
に
進
め
る

遺
産
の
整
理
と
相
続
手
続
き

　

な
お
、
実
印
に
つ
い
て
は
、
故
人
の
家
族
で
実
印
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
人
が
、
故
人
の
実
印
を
自
分
の

実
印
と
し
て
使
い
た
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
場
合
は
、
い
っ
た
ん
故
人
の
実
印
登
録
を

廃
止
し
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
家
族
の
実
印
と
し
て
登
録
し
ま
す
。

　

故
人
が
持
っ
て
い
た
障
害
者
手
帳
の
返
却
も
、
市
区
町
村
役
場
で
行
い
ま
す
。

　

故
人
が
市
区
町
村
役
場
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
た
も
の
が
複
数
あ
る
場
合
、
遺
族
が
返
却
の
つ
ど
役
場
に
出

向
い
て
い
た
の
で
は
、
手
間
も
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
、「
市
区
町
村
役
場
へ
の
返
却
物
リ
ス

ト
」
を
つ
く
り
、
故
人
に
つ
い
て
の
必
要
書
類
、
申
請
者
に
必
要
な
証
明
書
類
を
事
前
に
確
認
し
て
お
き
、

で
き
る
だ
け
い
っ
ぺ
ん
に
手
続
き
す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

■ 

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
返
却
は
？

　

市
区
町
村
役
場
で
は
な
く
て
も
返
却
を
要
す
る
公
的
な
書
類
と
し
て
、
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
有
効
期
限
の
あ
る
も
の
は
有
効
期
限
を
す
ぎ
れ
ば
失
効
に
な
る
の
で
、
手
続
き
し
な
く
て

も
大
丈
夫
と
思
い
が
ち
で
す
。

　

た
だ
し
、
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
は
偽
造
さ
れ
悪
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
ま
す
。
で
す
か
ら
、
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す
み
や
か
に
返
却
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

運
転
免
許
証
は
申
請
者
の
最
寄
り
の
警
察
署
へ
返
却
し
ま
す
。
故
人
の
運
転
免
許
証
と
「
返
納
届
」、
申

請
す
る
人
の
身
分
証
明
書
の
ほ
か
、
死
亡
が
確
認
で
き
る
死
亡
届
の
コ
ピ
ー
や
戸
籍
謄
本
な
ど
の
書
類
が
必

要
で
す
。

　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
返
却
は
申
請
者
の
最
寄
り
の
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る
旅
券
課
か
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
対
応
し
て
も
ら
え
ま
す
。
市
区
町
村
役
場
の
窓
口
で
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
必
要
書

類
は
申
請
者
の
身
分
証
明
書
の
ほ
か
、
死
亡
が
確
認
で
き
る
死
亡
届
の
コ
ピ
ー
や
戸
籍
謄
本
な
ど
で
す
。

　

老
後
に
海
外
旅
行
を
楽
し
ん
だ
夫
婦
な
ど
、
配
偶
者
が
亡
く
な
っ
て
も
「
思
い
出
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
残
し

て
お
き
た
い
」
と
考
え
る
よ
う
な
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
場
合
は
、
失
効
の
手
続
き
を
す
れ
ば
返
還
し

て
も
ら
え
ま
す
。

■ 

電
話
加
入
権
の
相
続

　

前
述
し
た
固
定
電
話
の
解
約
に
関
連
し
、
電
話
加
入
権
の
相
続
税
上
の
評
価
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
電
話
加
入
権
は
個
別
に
評
価
し
、
申
告
書
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
電
話
加
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入
権
の
取
引
相
場
と
い
う
も
の
が
な
い
た
め
評
価
し
づ
ら
く
、
国
税
庁
の
定
め
る
標
準
価
格
も
２
０
１
４
年

以
降
１
５
０
０
円
と
低
い
金
額
か
ら
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
２
０
２
１

年
に
は
国
税
庁
が
定
め
る
財
産
評
価
基
本
通
達
全
体
が
見
直
さ
れ
、
必
要
な
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
電
話
加
入
権
の
評
価
方
法
が
見
直
さ
れ
、
２
０
２
１
年
１
月
１
日
以
後
の
相
続
に
お
い

て
は
家
庭
用
動
産
（
家
庭
用
財
産
）
に
含
め
、
一
括
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
家

庭
用
動
産
で
は
、
１
個
ま
た
は
１
組
の
額
が
５
万
円
以
下
の
も
の
に
つ
い
て
は
一
括
し
て
評
価
し
て
よ
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
極
端
に
い
う
と
電
話
加
入
権
に
つ
い
て
は
従
来
の
１
５
０
０
円
と
評
価
し
て
も
し
な
く
て

も
か
ま
わ
ず
、
い
く
ら
で
評
価
し
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

か
つ
て
は
電
話
加
入
権
を
担
保
に
借
金
を
す
る
ほ
ど
価
値
が
あ
る
時
代
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
頃

と
比
べ
今
で
は
電
話
加
入
権
の
価
値
は
低
下
し
、
電
話
加
入
権
が
な
く
て
も
電
話
で
き
、
そ
の
存
在
意
義
さ

え
問
わ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
時
代
の
流
れ
に
あ
わ
せ
て
改
正
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
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ひ
と
り
親
家
庭
と
な
る
ケ
ー
ス
は

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
手
続
き
を
！　

　

身
近
な
人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
市
区
町
村
役
場
を
通
し
て
受
給
で
き
る
手
当
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

が
、
ひ
と
り
親
家
庭
が
受
給
で
き
る
児
童
扶
養
手
当
で
す
。

■ 

受
給
額
は
、
所
得
や
子
ど
も
の
数
に
よ
っ
て
異
な
る

　

受
給
額
は
次
ペ
ー
ジ
の
表
の
よ
う
に
、
子
ど
も
の
数
や
所
得
制
限
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
細
か
な

資
格
要
件
は
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と
り
親
と
な
っ
た
家
庭
で
、
子
が
18
歳
未
満
（
心
身
に
一
定
の
障
害
が
あ
る

場
合
は
20
歳
未
満
）
だ
と
適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

受
給
す
る
に
は
亡
く
な
っ
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
市
区
町
村
役
場
に
児
童
扶
養
手
当
認
定
請
求
書
（
36
・

37
ペ
ー
ジ
）
を
提
出
し
審
査
を
受
け
ま
す
。
な
お
、
後
述
す
る
遺
族
年
金
の
額
と
の
調
整
も
あ
り
ま
す
。
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児童扶養手当の受給額と所得制限

所得制限表（2022年）

受給額（2022年）

扶養親族等の数
ひとり親本人の所得

扶養義務者の所得

以下、1人増えるごとにプラス38万円

0人

1人

2人

3人

4人

5人

49万円

87万円

125万円

163万円

201万円

239万円

192万円

230万円

268万円

306万円

344万円

382万円

236万円

274万円

312万円

350万円

388万円

426万円

児童の数 全額支給の額 一部支給の額

月額43,070円

月額10,170円

月額  6,100円

月額43,060円～ 10,160円
（10円刻み）

月額 10,160円～ 5,090円
（10円刻み）

月額  6,090円～ 3,050円
（10円刻み）

第1子

第2子

第3子以降
（1人につき）

全額支給
になる所得

一部支給
になる所得

※金額は所得制限限度額
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面）
あなたと、あなたの配偶者・同居している扶養義務者の所得について 

㉔        年分所得 ㉕ 請 求 者 ㉖ 配 偶 者 ㉗ 扶 養 義 務 者 
名氏

㉘
㉙ 同一生計配偶者及び扶養親族の合計

数（うち老人扶養親族の数（請求者に
ついては、㋑70歳以上の同一生計配偶
者及び老人扶養親族の合計数㋺特定
扶養親族の数㋩16歳以上19歳未満の
控除対象扶養親族の数）

     人 
（㋑    人）
（㋺    人）
（㋩    人）

     人 
（     人） 

     人 
（     人）

     人 
（     人） 

㉚ ㉙以外で請求者によって生計を 
維持していた児童      人

㉛ 円 円 円 円

32 
に定める金品等の額 

円 円 円 円

母又は父に対し支払われた額
円 円 円 円

母又は父に対し支払われた額 円 円 円 円

児童に対し支払われた額       
円 円 円 円

児童に対し支払われた額の８ 円 円 円 円

円 円 円 円

33 障 害  者  控  除
障  人・特   人 障  人・特   人 障  人・特   人 障  人・特   人

円 円 円 円

34 寡婦控除・ひとり親控除（請求者が
母又は父の場合は控除しない。）、
勤労学生控除等

寡 ・ ひとり ・ 勤 寡 ・ ひとり ・ 勤 寡 ・ ひとり ・ 勤 寡 ・ ひとり ・ 勤
円 円 円 円

35 雑 損  控  除       円 円 円 円

36 円 円 円 円

37 円 円 円 円

38 配 偶 者 特 別 控 除       円 円 円 円

39 円 円 円 円

40 控 除 後 の 所 得 額       
円 円 円 円

全 部 支 給 円 円 円 円

一 部 支 給 円

       年   月  日 

                 氏 名                  

なし

㉓ あり ・ なし

㉔ 40

戸 籍

     その他（                                         ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  本人が署名し、又は記名押印してください。 

鈴木 花子

なし

R4 10 15

※書式は市区町村によって異なる

申請者と対象児童
のみで住んでいる場
合は「なし」と記入

市区町村の審査を経て判定
される。その後、振込口座
の照会などが行われる
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児童扶養手当認定
請求書の記載例

（

児童扶養手当 認定請求書 

・  ・  生
ある ・ ない 

ある ・ ない 

⑦支払

金融
機関

勤務先名 

⑩ 
公的年金
受給状況

受けることができない 

年額（         円） 

⑪児童の父又
は母の死亡
による遺族
補償の受給
状況 

受けることができない 

年額（         円） 

養育費の ある 
・ 
ない 

（ 生 年 月 日 ） （  ・ ・   生） （  ・ ・ 生） （  ・ ・   生）

     同居 

     別居 

       同居 
       ・ 
       別居 

       同居 
       ・ 
       別居 

       同居 
       ・ 
       別居 

⑯監護等を始めた年月日     ・   ・     ・   ・     ・   ・ 

父 

母 
（    ・   ・   ） （    ・   ・   ） （    ・   ・   ）

名氏

生 年  月  日     ・   ・     ・   ・     ・   ・ 

拘禁のときは、その該当 
事由及び該当年月日 

（         ） 
    ・   ・ 

（         ） 
    ・   ・ 

（         ） 
    ・   ・ 

名氏

生 年  月  日     ・   ・     ・   ・     ・   ・ 

拘禁のときは、その該当 
事由及び該当年月日 

（         ） 
    ・   ・ 

（         ） 
    ・   ・ 

（         ） 
    ・   ・ 

児童が父若しくは母の死亡により受
けることができる公的年金・遺族補

㉑ 償の受給状況又は児童が加算の対象
となっている父若しくは母の公的年
金の受給状況 

受けることができない 
基礎年金番号 

年額（      円） 

受けることができない 
基礎年金番号 

年額（      円） 

受けることができない 
基礎年金番号 

年額（      円） 

㉒ あなたが障
害基礎年金
等を受ける
ことができ
るとき 

あなたが受けること
ができる公的年金（児
童を有する者に係る
加算に係る部分に限
る。）の受給状況 

受けることができない 
基礎年金番号 

年額（      円） 

受けることができない 
基礎年金番号 

年額（      円） 

受けることができない 
基礎年金番号 

年額（      円） 

㉓ 父又は母が
障がいであ
るとき 

父若しくは母の職業
又は勤務先 

※ 
認定 
  ・      年  月 人

全部支給      年  月から 
         円 

◎ 裏面の注意をよく読んでから記入してください。　※の欄は記入する必要がありません。字は楷書ではっきり書いてください。氏名欄には、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

S55
23 45 6 7 8 9 0

H20 4 30

S53

H30 1 21

12
死亡

16

S55 6 21

△△銀行
△△支店

216
スズキ  ハ ナコ

鈴木 花子

長男

鈴木二郎

鈴木一郎

鈴木花子

文京区○○○

なし
1 2 3 4 5 6 7

市区町村役場

どこで

死亡して
14日以内

いつまでに

無職の場合は「なし」と記入する

18歳までの子ども
をすべて記入する

親の死亡のほか、離婚、生死不明
などの場合にも受給できる

基礎年金番号は父もしくは母の
年金手帳により確認して記入。遺
族年金と調整されることもある
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葬
儀
や
お
墓
、
埋
葬
方
法
の
基
礎
知
識

「
葬
儀
っ
て
ど
う
執
り
行
え
ば
い
い
の
？
」「
喪
主
な
ん
て
初
め
て
だ
」
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
葬
儀
社
に

依
頼
す
れ
ば
、
全
部
行
っ
て
も
ら
え
る
と
も
い
え
ま
す
が
、
基
本
的
な
知
識
と
し
て
、
葬
儀
を
執
り
行
う
こ

と
か
ら
、
お
墓
、
埋
葬
の
方
法
な
ど
を
押
さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■ 

葬
儀
社
に
依
頼
す
る
場
合
は
、
段
取
り
を
し
っ
か
り
打
ち
合
わ
せ
る

　

葬
儀
は
概
ね
、
仏
式
、
神
式
、
キ
リ
ス
ト
教
式
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
に
宗
派
・
様
式
が

あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、「
家
族
の
み
で
無
宗
教
葬
を
執
り
行
い
た
い
」
と
い
っ
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
宗
派

や
様
式
に
は
と
ら
わ
れ
な
い
や
り
方
を
葬
儀
社
と
相
談
し
、
葬
儀
を
執
り
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
宗
派
や
様
式
に
は
、
地
域
に
応
じ
た
違
い
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
特
段
の
事
情
が
な
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い
限
り
、
葬
儀
社
と
相
談
し
な
が
ら
葬
儀
社
が
対
応
で
き
る
様
式
で
執
り
行
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

日
本
で
は
仏
式
が
多
い
の
で
、
こ
こ
で
は
仏
式
の
流
れ
を
見
て
い
き
ま
す
。
通
常
は
亡
く
な
っ
た
人
と
の

最
後
の
夜
と
な
る
の
が
通
夜
。
そ
の
翌
日
が
告
別
式
で
す
。

　

通
常
は
、
通
夜
で
参
列
者
を
迎
え
る
の
は
、
通
夜
当
日
の
夕
方
か
ら
２
〜
３
時
間
ほ
ど
で
す
。
地
域
や
葬

儀
の
や
り
方
に
よ
っ
て
は
、
一
晩
中
、
ろ
う
そ
く
の
火
や
線
香
を
絶
や
さ
ず
焚
き
続
け
、
そ
の
間
、
遺
族
が

交
代
で
故
人
や
祭
壇
を
見
守
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
別
れ
を
惜
し
む
遺
族
へ
の
対
応
の
ほ
か
、
遠
方
の
参
列
者
が
通
夜
と
告
別
式
の
両
方
に
参
列
す
る

場
合
な
ど
に
備
え
て
、
宿
泊
施
設
（
宿
泊
所
）
を
併
置
し
た
斎
場
も
一
般
的
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
葬
儀
社

が
用
意
で
き
る
そ
う
し
た
施
設
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
宿
泊
人
数
や
食
事
の
対
応
な
ど
を
事
前
に
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

葬
儀
に
関
す
る
諸
々
の
段
取
り
を
喪
主
自
身
が
率
先
し
て
行
う
場
合
も
あ
れ
ば
、
誰
か
世
話
役
を
立
て
て

行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
喪
主
は
通
夜
と
告
別
式
の
あ
い
さ
つ
を
行
う
の
み
で
、
他
の

い
っ
さ
い
の
段
取
り
は
世
話
役
が
担
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

世
話
役
は
信
頼
で
き
る
親
族
の
う
ち
の
一
人
が
責
任
を
持
っ
て
担
う
ケ
ー
ス
も
あ
れ
ば
、
責
任
者
の
ほ

か
、
故
人
の
職
場
の
同
僚
数
人
と
共
同
で
担
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
後
者
の
場
合
は
、
受
付
、
会
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計
、
進
行
、
接
待
な
ど
を
分
担
し
て
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
実
態
は
葬
儀
の
様
式
、
規
模
、
参

列
者
の
数
な
ど
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
葬
儀
の
流
れ
の
な
か
で
、
段
取
り
を
し
っ
か
り
打
ち
合
わ
せ
て
お
き
た
い
の
が
、
受
付
の
対
応
で

す
。
参
列
者
の
数
に
も
よ
り
ま
す
が
、
記
帳
や
香
典
の
受
付
、
葬
儀
場
の
案
内
や
喪
主
の
あ
い
さ
つ
後
の
振

る
舞
い
へ
の
対
応
、
香
典
返
し
の
手
配
な
ど
、
段
取
り
が
錯
綜
し
て
手
が
回
ら
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る

か
ら
で
す
。

　

受
付
の
場
で
何
か
相
談
し
た
い
こ
と
が
で
き
て
も
、
遺
族
は
葬
儀
そ
の
も
の
に
出
席
し
て
お
り
、
祭
壇
の

前
、
葬
儀
場
の
最
前
列
に
い
る
の
で
、
そ
の
場
で
の
話
し
合
い
は
で
き
に
く
い
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
葬
儀
社
の
担
当
者
と
信
頼
で
き
る
複
数
の
親
族
も
し
く
は
葬
儀
の
世
話
役
と
で
、
葬
儀
の
段
取

り
を
事
前
に
し
っ
か
り
と
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

■ 

お
墓
と
埋
葬
方
法
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
確
認
し
て
お
く

　

故
人
の
遺
骨
を
納
め
る
お
墓
が
す
で
に
あ
る
場
合
、
納
骨
は
四
十
九
日
の
法
要
に
あ
わ
せ
て
行
う
こ
と
が

多
い
で
し
ょ
う
。
納
骨
の
際
に
は
、
故
人
を
荼
毘
に
ふ
し
た
あ
と
、
火
葬
場
か
ら
受
け
取
っ
た
埋
葬
許
可
証
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第１章
急
を
要
す
る
手
続
き
・
届
出
と

葬
儀
の
ポ
イ
ン
ト

第2章
年
金
・
保
険
・
銀
行
な
ど
も
れ
な
く

押
さ
え
て
お
き
た
い
お
金
ま
わ
り
の
手
続
き

第3章

第4章
相
続
税
、
所
得
税
な
ど
の

税
金
ま
わ
り
の
基
礎
知
識

第5章
こ
ん
な
時
は
ど
う
す
る
？

相
続
手
続
き
Ｑ
＆
Ａ

揉
め
ず
に
進
め
る

遺
産
の
整
理
と
相
続
手
続
き

の
ほ
か
、
霊
園
の
場
合
は
地
域
や
霊
園
に
よ
っ
て
異
な
る
墓
地
使
用
許
可
証
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

納
骨
は
四
十
九
日
の
法
要
の
流
れ
の
な
か
で
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
れ
ば
、
納
骨
式
と
し
て
四
十
九
日
の

法
要
の
あ
と
、
明
確
に
区
切
っ
て
行
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
納
骨
式
に
家
族
だ
け
で
な
く
、
親
族
、
故
人

の
職
場
関
係
者
な
ど
も
加
わ
る
場
合
は
、
引
き
出
物
の
用
意
が
必
要
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
納
骨
の
際
に
、
お
塔
婆
を
立
て
る
宗
派
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
お
塔
婆
を
立
て
る
〝
習
わ
し
〞
は
、

同
じ
宗
派
で
も
地
域
や
寺
に
よ
っ
て
異
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

お
塔
婆
を
立
て
る
場
合
は
、
寺
や
霊
園
管
理
事
務
所
に
依
頼
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
と
く
に
、「
誰
が
立
て
る
の
か
」
は
き
ち
ん
と
伝
え
ま
す
。
法
要
で
、
立
て
た
人
の
氏
名
を
読
み
上
げ

て
読
経
す
る
た
め
で
す
。

　

納
骨
す
る
お
墓
が
な
い
場
合
、
納
骨
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
自
宅
に
仏
壇
が
あ
れ
ば
、
骨
壺
・
骨
箱

を
そ
こ
に
置
い
て
お
く
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
納
骨
で
き
る
お
墓
が
な
く
、
何
年
も
自
宅
に
遺
骨
を

置
い
た
ま
ま
と
い
う
の
は
気
が
か
り
に
な
る
も
の
で
す
。
そ
の
場
合
も
、
一
周
忌
を
メ
ド
に
、
ど
こ
に
埋
葬

す
る
か
を
考
え
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

お
墓
が
な
い
場
合
、
ほ
と
ん
ど
は
、
新
た
に
お
墓
を
建
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
最
近
で
は
、
そ
れ
以
外

の
方
法
も
一
般
的
に
な
っ
て
き
ま
し
た
）。
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お
墓
は
寺
院
の
墓
地
、
公
営
墓
地
、
民
営
墓
地
の
い
ず
れ
か
に
な
り
ま
す
。
寺
院
の
墓
地
の
場
合
は
お
墓

を
建
て
る
ま
で
の
宗
派
は
問
わ
れ
な
く
て
も
、
お
墓
を
建
て
た
ら
そ
の
寺
の
宗
派
に
属
し
、
そ
の
寺
の
檀
家

の
一
員
に
な
り
ま
す
（
最
近
は
、
檀
家
に
な
ら
な
く
て
よ
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
）。

　

公
営
墓
地
は
自
治
体
（
都
道
府
県
、
市
区
町
村
）
が
運
営
し
て
い
る
霊
園
で
す
。
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

利
用
者
の
住
所
地
が
そ
の
地
域
に
あ
る
な
ど
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
に
墓
地
・
霊
園
は
利
便
性
な
ど
の
立
地
条
件
が
よ
い
と
は
い
い
が
た
い
土
地
が
利
用
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
も
の
。
と
く
に
高
齢
の
遺
族
だ
と
、
納
骨
し
た
あ
と
の
法
要
・
墓
参
り
が
大
変
に
な
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
点
も
、
考
慮
し
て
お
く
べ
き
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

民
営
墓
地
は
宗
教
法
人
や
公
益
法
人
が
運
営
し
て
い
る
墓
地
・
霊
園
で
す
。
規
模
が
大
き
け
れ
ば
施
設
も

充
実
し
て
い
ま
す
が
、
使
用
料
が
公
営
墓
地
に
比
べ
て
高
か
っ
た
り
、
人
気
の
あ
る
墓
地
で
は
競
争
率
が
高

か
っ
た
り
な
ど
の
点
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
墓
地
選
び
を
し
て
、
お
墓
に
関
し
て
は
そ
の
墓
地
と
提
携
し
て
い
る
墓
石

業
者
を
紹
介
し
て
も
ら
う
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
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第１章
急
を
要
す
る
手
続
き
・
届
出
と

葬
儀
の
ポ
イ
ン
ト

第2章
年
金
・
保
険
・
銀
行
な
ど
も
れ
な
く

押
さ
え
て
お
き
た
い
お
金
ま
わ
り
の
手
続
き

第3章

第4章
相
続
税
、
所
得
税
な
ど
の

税
金
ま
わ
り
の
基
礎
知
識

第5章
こ
ん
な
時
は
ど
う
す
る
？

相
続
手
続
き
Ｑ
＆
Ａ

揉
め
ず
に
進
め
る

遺
産
の
整
理
と
相
続
手
続
き

■ 
散
骨
、
樹
木
葬
は
必
ず
専
門
業
者
な
ど
と
相
談
す
る

　

お
墓
を
建
て
て
納
骨
す
る
と
い
う
方
法
で
は
な
く
、
最
近
は
散
骨
や
樹
木
葬
と
い
う
方
法
も
一
般
的
に

な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
散
骨
や
樹
木
葬
の
場
合
も
、
基
本
的
に
四
十
九
日
の
法
要
の
時
期
な
ど
に
あ

わ
せ
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
散
骨
や
樹
木
葬
は
遺
族
が
自
由
に
思
い
出
の
場
所
な
ど
で
行
っ
て
も
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
地
方
自
治
体
に
よ
っ
て
は
条
例
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
厳
密
に
い
う
と
樹
木
葬

に
つ
い
て
は
法
的
に
は
グ
レ
ー
な
部
分
（
墓
地
埋
葬
法
に
よ
り
、
埋
め
る
の
は
墓
地
に
限
ら
れ
る
）
も
あ
り

ま
す
の
で
、
専
門
業
者
と
相
談
の
う
え
決
め
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

お
墓
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
故
人
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
、「
自
分
は
ど
う
い
う
か
た
ち
で
弔
っ
て
ほ

し
い
か
、
埋
葬
し
て
ほ
し
い
か
。
ま
た
、
今
後
は
誰
が
墓
守
り
に
な
る
か
」
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
の
は

決
し
て
悪
い
こ
と
で
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
そ
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
、
家
族
が
互
い
に
安
心
で
き
る
こ

と
も
多
い
で
し
ょ
う
。
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葬
儀
社
選
び
は
、
病
院
か
ら
の
紹
介
の
ほ
か

故
人
の
生
前
の
意
向
で
決
め
る

　

身
近
な
人
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
葬
儀
の
日
ま
で
数
日
。
葬
儀
社
を
ゆ
っ
く
り
選
ん
で
い
る
心
と
時
間
の
ゆ

と
り
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
背
景
も
あ
っ
て
か
、
一
般
的
に
、
葬
儀
社
選
び
は
次
の
三
つ
の
方
法
に

限
ら
れ
て
き
ま
す
。

①
大
き
な
病
院
・
寺
の
檀
家
筋
な
ど
か
ら
の
紹
介
を
受
け
る

②
故
人
が
生
前
決
め
て
い
た
葬
儀
社
に
依
頼
す
る

③
近
隣
に
あ
る
葬
儀
社
に
連
絡
す
る

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
葬
儀
社
を
決
め
て
以
降
、
葬
儀
か
ら
埋
葬
ま
で
の
段
取
り
の
、
か
な
り
の
部
分
を
依

頼
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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第１章
急
を
要
す
る
手
続
き
・
届
出
と

葬
儀
の
ポ
イ
ン
ト

第2章
年
金
・
保
険
・
銀
行
な
ど
も
れ
な
く

押
さ
え
て
お
き
た
い
お
金
ま
わ
り
の
手
続
き

第3章

第4章
相
続
税
、
所
得
税
な
ど
の

税
金
ま
わ
り
の
基
礎
知
識

第5章
こ
ん
な
時
は
ど
う
す
る
？

相
続
手
続
き
Ｑ
＆
Ａ

揉
め
ず
に
進
め
る

遺
産
の
整
理
と
相
続
手
続
き

■ 
大
き
な
病
院
・
寺
の
檀
家
筋
な
ど
か
ら
の
紹
介
を
受
け
る

　

自
宅
で
看
取
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
大
学
病
院
な
ど
の
入
院
で
き
る
大
き
な
病
院
で
臨
終
を
迎
え
る

ケ
ー
ス
が
多
い
も
の
で
す
。

　

大
き
な
病
院
で
亡
く
な
る
場
合
、
死
亡
診
断
書
の
や
り
と
り
の
な
か
で
、
そ
の
病
院
が
提
携
し
て
い
る
葬

儀
社
を
紹
介
し
て
く
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
と
く
に
そ
れ
が
故
人
・
遺
族
の
意
向
に
反
し
な
い
場
合

は
、
そ
の
紹
介
先
の
葬
儀
社
に
頼
む
わ
け
で
す
。

　

ま
た
、
故
人
が
す
で
に
寺
の
檀
家
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
寺
や
檀
家
筋
か
ら
葬
儀
社
を
紹
介
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
大
き
な
病
院
・
寺
の
檀
家
筋
な
ど
か
ら
の
紹
介
で
の
葬
儀
社
選
び
の
難
点
を
挙
げ
る
と
す
れ

ば
、
い
わ
ば
指
定
の
業
者
な
の
で
、
本
当
に
小
さ
な
葬
儀
を
行
い
た
い
、
故
人
の
遺
志
で
一
風
変
わ
っ
た
葬

儀
に
し
た
い
な
ど
、
遺
族
の
意
向
を
踏
ま
え
た
検
討
が
し
づ
ら
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
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■ 

故
人
が
生
前
決
め
て
い
た
葬
儀
社
に
依
頼
す
る

　

故
人
に
「
私
が
死
ん
だ
ら
、
こ
こ
で
葬
儀
を
行
っ
て
ね
」
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
た
ケ
ー
ス
も
よ
く
あ
り
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
互
助
会
組
織
の
よ
う
な
葬
儀
社
に
、
故
人
が
生
前
か
ら
葬
儀
費
用
を
積
み
立
て
て
い
る
ケ
ー

ス
な
ど
で
す
。

　

そ
う
し
た
葬
儀
社
に
依
頼
す
る
場
合
は
、
故
人
の
意
向
に
沿
っ
た
葬
儀
に
な
り
、
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
に
く

い
の
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
が
、
故
人
の
生
前
の
意
向
と
遺
族
の
意
向
と
が
食
い
違
う
場
合
に
は
調
整
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

■ 

近
隣
に
あ
る
葬
儀
社
に
連
絡
す
る

　

葬
儀
に
つ
い
て
は
と
く
に
話
し
合
っ
て
い
な
か
っ
た
場
合
な
ど
は
、
近
隣
の
葬
儀
社
数
件
に
連
絡
し
て
、

見
積
も
り
を
出
し
て
も
ら
っ
て
選
ぶ
方
法
も
一
般
的
で
す
。
し
か
し
、
実
質
的
に
身
近
な
人
が
亡
く
な
っ
た

日
か
ら
１
〜
２
日
の
う
ち
に
決
め
な
い
と
い
け
な
い
な
ど
、
十
分
な
検
討
が
し
づ
ら
い
面
も
あ
り
ま
す
。
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第１章
急
を
要
す
る
手
続
き
・
届
出
と

葬
儀
の
ポ
イ
ン
ト

第2章
年
金
・
保
険
・
銀
行
な
ど
も
れ
な
く

押
さ
え
て
お
き
た
い
お
金
ま
わ
り
の
手
続
き

第3章

第4章
相
続
税
、
所
得
税
な
ど
の

税
金
ま
わ
り
の
基
礎
知
識

第5章
こ
ん
な
時
は
ど
う
す
る
？

相
続
手
続
き
Ｑ
＆
Ａ

揉
め
ず
に
進
め
る

遺
産
の
整
理
と
相
続
手
続
き

　

葬
儀
社
が
決
ま
れ
ば
、
一
般
的
に
は
葬
儀
に
関
わ
る
い
っ
さ
い
の
こ
と
を
葬
儀
社
が
行
い
、
ま
た
、
代
行

し
て
く
れ
ま
す
。

　

葬
儀
の
会
場
と
し
て
は
、
自
宅
、
葬
儀
社
の
斎
場
、
寺
も
し
く
は
寺
院
会
館
、
公
営
の
斎
場
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
遺
族
側
と
し
て
は
、
喪
主
、
通
夜
・
告
別
式
の
世
話
人
な
ど
が
葬
儀
社
と
綿
密

に
話
し
合
い
、
葬
儀
を
執
り
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■ 

葬
儀
費
用
の
相
場
は
本
当
に
２
０
０
万
円
？ 

　

一
般
に
「
葬
儀
費
用
は
、
２
０
０
万
円
く
ら
い
は
か
か
る
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
当
で
し
ょ
う

か
。
最
近
は
葬
儀
の
形
態
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
の
よ
う
な
葬
儀
を
行
う
か
で
金
額
は
か
な
り
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

葬
儀
費
用
は
、
主
に
葬
儀
一
式
費
用
、
飲
食
接
待
費
、
寺
院
費
用
の
３
つ
の
要
素
か
ら
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
費
用
の
う
ち
支
払
額
が
最
も
大
き
な
も
の
は
葬
儀
一
式
費
用
で
す
が
、
火
葬
料
、
祭
壇
設
営
費
、
棺
・

骨
壺
な
ど
の
費
用
の
ほ
か
、
葬
祭
場
の
使
用
料
、
霊
柩
車
や
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
手
配
に
か
か
る
費
用
が
含
ま

れ
、
そ
の
相
場
は
１
１
０
万
〜
１
４
０
万
円
で
す
。
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飲
食
接
待
費
は
通
夜
振
る
舞
い
や
精
進
落
と
し
な
ど
会
葬
者
に
料
理
を
出
し
て
も
て
な
す
た
め
の
費
用

で
、
会
葬
者
の
数
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
そ
の
相
場
は
30
万
〜
60
万
円
で
す
。

　

寺
院
費
用
は
寺
院
や
僧
侶
に
納
め
る
お
布
施
な
ど
で
す
が
、
そ
の
相
場
は
20
万
〜
50
万
円
で
す
。

　

次
に
葬
儀
の
形
式
か
ら
費
用
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
形
式
は
お
お
む
ね
一
般
葬
、
家
族
葬
、
一
日
葬
、
直

葬
の
４
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

一
般
葬
は
、
町
内
会
や
会
社
関
係
な
ど
多
く
の
会
葬
者
を
呼
ぶ
一
般
的
な
葬
儀
で
、
そ
の
費
用
の
相
場
は

１
０
０
万
〜
２
０
０
万
円
で
す
。
家
族
葬
は
家
族
や
近
親
者
だ
け
で
行
い
、
そ
の
相
場
は
60
万
〜
１
０
０
万

円
で
す
。
一
日
葬
は
、
通
夜
を
行
わ
ず
告
別
式
の
み
執
り
行
い
、
そ
の
相
場
は
50
万
〜
１
０
０
万
円
で
す
。

直
葬
は
葬
儀
を
行
わ
ず
に
火
葬
だ
け
を
行
い
、
そ
の
相
場
は
20
万
〜
50
万
円
で
す
。

　

葬
儀
費
用
は
、
地
域
の
習
わ
し
や
会
葬
者
の
数
、
家
族
と
親
戚
の
考
え
方
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。
相
続
税
申
告
の
実
情
か
ら
葬
儀
費
用
を
見
る
と
、
実
際
は
相
場
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
は
か
な
り
異
な
っ

て
い
ま
す
。
相
続
税
を
納
め
る
い
わ
ゆ
る
富
裕
層
で
も
、
葬
儀
に
２
０
０
万
円
近
い
費
用
を
か
け
て
い
る

ケ
ー
ス
は
ま
れ
で
す
。
高
い
場
合
で
も
１
０
０
万
円
程
度
に
収
ま
り
、
最
近
で
は
50
万
円
を
下
回
る
ケ
ー
ス

も
増
え
て
い
ま
す
。
葬
儀
費
用
の
負
担
を
軽
減
す
る
に
は
、
適
切
な
葬
儀
の
形
式
を
選
ぶ
、
相
見
積
も
り
を

と
る
、
補
助
制
度
を
利
用
す
る
、
故
人
の
遺
産
か
ら
支
払
う
、
な
ど
の
方
法
を
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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第１章
急
を
要
す
る
手
続
き
・
届
出
と

葬
儀
の
ポ
イ
ン
ト

第2章
年
金
・
保
険
・
銀
行
な
ど
も
れ
な
く

押
さ
え
て
お
き
た
い
お
金
ま
わ
り
の
手
続
き

第3章

第4章
相
続
税
、
所
得
税
な
ど
の

税
金
ま
わ
り
の
基
礎
知
識

第5章
こ
ん
な
時
は
ど
う
す
る
？

相
続
手
続
き
Ｑ
＆
Ａ

揉
め
ず
に
進
め
る

遺
産
の
整
理
と
相
続
手
続
き

葬
儀
に
関
す
る
費
用
の

税
務
処
理
と
節
税
の
し
か
た

　

葬
儀
に
は
、
式
場
の
費
用
の
ほ
か
、
火
葬
料
、
火
葬
場
と
の
往
復
の
車
代
、
お
浄
め
の
飲
食
接
待
費
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
費
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
費
用
の
い
っ
さ
い
を
「
葬
儀
費
用　

１
５
０
万
円
」
な
ど
と

記
し
て
お
く
の
で
は
な
く
、
で
き
れ
ば
明
細
と
と
も
に
記
録
に
残
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■ 

葬
儀
費
用
は
相
続
税
の
控
除
の
対
象
に
な
る

　

明
細
の
記
録
を
残
し
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
理
由
の
第
一
は
、
相
続
税
を
納
め
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
そ

の
税
額
の
計
算
上
、
葬
儀
費
用
は
相
続
財
産
か
ら
控
除
で
き
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
相
続
税
を
納
め
な
く
て

よ
い
場
合
も
、
相
続
財
産
の
総
額
を
確
定
す
る
際
に
、
葬
儀
費
用
は
差
し
引
い
た
う
え
で
確
定
し
、
遺
産
分

け
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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①
相
続
税
の
計
算
の
大
ま
か
な
流
れ　

　

詳
し
く
は
後
述
し
ま
す
が
、
相
続
税
の
計
算
の
ご
く
大
ま
か
な
流
れ
を
述
べ
る
と
、
ま
ず
故
人
の
相
続
財

産
が
全
体
で
い
く
ら
か
を
計
算
し
ま
す
。
そ
の
財
産
の
額
の
計
算
で
は
、
財
産
に
よ
っ
て
控
除
し
て
も
よ
い

金
額
が
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
控
除
し
て
も
よ
い
金
額
の
一
つ
に
、
葬
儀
費
用
（
税
務

で
は
葬
式
費
用
と
い
う
）
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
課
税
対
象
と
な
る
相
続
財
産
の
全
体
の
額
が
確
定
し
、
そ
の
額
に
応
じ
た
相
続
税
額

が
決
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
実
際
の
納
税
は
相
続
を
受
け
た
人
が
受
け
た
額
に
応
じ
て
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
流
れ
の
な
か
で
、
相
続
財
産
が
１
０
０
０
万
円
あ
っ
て
葬
儀
費
用
が
２
０
０
万
円
か
か
っ
た
と
す
る

と
、
１
０
０
０
万
円

－
２
０
０
万
円
で
８
０
０
万
円
が
相
続
財
産
と
な
る
わ
け
で
す
。

　

実
際
に
相
続
税
を
納
め
、
そ
の
税
額
に
関
す
る
税
務
調
査
が
入
る
場
合
に
は
、
葬
儀
費
用
の
内
訳
を
細
か

く
確
認
す
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。
そ
の
時
の
た
め
に
、
明
細
を
控
え
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
す
。

②
登
記
上
の
対
応
は
？

　

不
動
産
の
名
義
変
更
を
は
じ
め
変
更
登
記
が
と
も
な
う
場
合
な
ど
も
、
相
続
財
産
が
い
く
ら
に
な
る
の
か

を
確
定
し
、
そ
の
額
に
応
じ
た
遺
産
分
割
協
議
書
を
つ
く
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
相
続
財
産
を
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第１章
急
を
要
す
る
手
続
き
・
届
出
と

葬
儀
の
ポ
イ
ン
ト

第2章
年
金
・
保
険
・
銀
行
な
ど
も
れ
な
く

押
さ
え
て
お
き
た
い
お
金
ま
わ
り
の
手
続
き

第3章

第4章
相
続
税
、
所
得
税
な
ど
の

税
金
ま
わ
り
の
基
礎
知
識

第5章
こ
ん
な
時
は
ど
う
す
る
？

相
続
手
続
き
Ｑ
＆
Ａ

揉
め
ず
に
進
め
る

遺
産
の
整
理
と
相
続
手
続
き

確
定
さ
せ
る
時
に
、
葬
儀
費
用
を
差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
。

■ 
葬
儀
に
関
す
る
費
用
の
節
税
の
し
か
た

　

相
続
税
に
関
し
て
、
葬
儀
に
関
す
る
費
用
で
節
税
を
図
る
場
合
、
ま
ず
、
相
続
財
産
か
ら
控
除
で
き
る
費

用
を
な
る
べ
く
多
く
計
上
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
葬
儀
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
世
話
人
に
対
し
て
、

心
付
け
を
渡
す
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
費
用
を
葬
儀
費
用
と
し
て
計
上
で
き
れ
ば
、
結
果
的
に

相
続
財
産
を
抑
え
、
節
税
で
き
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
葬
儀
費
用
と
し
て
「
控
除
で
き
る
も
の
」
と
「
で
き
な
い
も
の
」
の
例
を
52
ペ
ー
ジ
に
ま
と

め
ま
し
た
。

　

な
お
、
香
典
は
相
続
を
受
け
た
人
（
相
続
人
）
の
も
の
、
多
く
は
喪
主
（
多
く
は
故
人
の
配
偶
者
や
子
）

の
も
の
に
な
り
ま
す
。
そ
の
お
金
は
故
人
の
相
続
財
産
で
も
な
け
れ
ば
所
得
で
も
な
く
、
相
続
税
の
対
象
と

も
な
り
ま
せ
ん
。

　



52

葬儀費用として控除できるものとできないもの

⑴葬儀費用として控除できるもの

具体的には？

具体的には？
⑵葬儀費用として控除できないもの

①葬式もしくは葬送に際し、また
はこれらの前において、埋葬、
火葬、納骨または遺がい、もしく
は遺骨の回送その他に要した費
用（仮葬式と本葬式とを行うもの
にあっては、その両者の費用）

②葬式に際し、施与した金品で、
被相続人の職業、財産その他の
事情に照らして相当程度と認め
られるものに要した費用

③上記①または②に掲げるものの
ほか、葬式の前後に生じた出費
で通常葬式にともなうものと認
められるもの

④死体の捜索または死体もしくは
遺骨の運搬に要した費用

①香典返戻費用

②墓碑および墓地の買入費ならび
に墓地の借入料

③法要に要する費用

④医学上または裁判上の特別の処
置に要した費用

通夜の費用、本葬費
用、葬式会場の借上
げ費用、通夜・葬儀
時の飲食代、読経料、
御布施、御車代、戒
名料、心付け、死亡
診断書文書料、納骨
費用など

香典返し費用、墓地・
仏具購入費用、法要
（初七日、四十九日、一
周忌、三回忌など）費
用、永代供養料、遺
体解剖費用、喪服の
借損料・新調代など

せ よ
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第１章
急
を
要
す
る
手
続
き
・
届
出
と

葬
儀
の
ポ
イ
ン
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第2章
年
金
・
保
険
・
銀
行
な
ど
も
れ
な
く

押
さ
え
て
お
き
た
い
お
金
ま
わ
り
の
手
続
き

第3章

第4章
相
続
税
、
所
得
税
な
ど
の

税
金
ま
わ
り
の
基
礎
知
識

第5章
こ
ん
な
時
は
ど
う
す
る
？

相
続
手
続
き
Ｑ
＆
Ａ

揉
め
ず
に
進
め
る

遺
産
の
整
理
と
相
続
手
続
き

お
墓
を
改
葬
す
る
場
合
の
方
法
と
手
続
き

　

身
近
な
人
の
葬
儀
を
機
に
、
遠
方
に
あ
る
お
墓
を
手
軽
に
供
養
に
行
け
る
と
こ
ろ
に
移
し
た
い
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
行
う
の
が
改
葬
で
す
。

　

そ
の
場
合
の
原
則
は
、「
新
し
い
埋
葬
先
が
決
ま
っ
て
か
ら
移
す
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
新
し
い
埋
葬
先

が
決
ま
ら
な
い
ま
ま
、
ひ
と
ま
ず
現
在
の
お
墓
か
ら
遺
骨
を
取
り
出
し
て
、
そ
れ
か
ら
新
し
い
埋
葬
先
に
移

す
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

■ 

ま
ず
新
し
い
埋
葬
先
に
受
入
れ
証
明
書
を
も
ら
う

　

手
順
と
し
て
は
54
ペ
ー
ジ
の
図
の
よ
う
に
な
り
、
新
し
い
埋
葬
先
、
こ
れ
ま
で
の
埋
葬
先
の
両
方
の
市
区

町
村
役
場
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
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改葬の手順

①新しい埋葬先を決める

②新しい埋葬先から、受入れ証明書や墓地利
　用許可証を入手する

③現在のお墓がある市区町村役場で、改葬許
　可申請書（埋葬証明書）を入手する

④現在のお墓の管理者に署名・押印してもら
　い、許可を得る

⑤現在のお墓のある市区町村役場に必要事
　項を記入した改葬許可申請書、受入れ証明
　書など必要書類を提出し、改葬の許可を受
　ける

⑥新しいお墓のある市区町村役場に改葬許可
　証を提出し、新しい墓に埋葬する

新旧両方のお墓、市区町村
役場での手続きが必要
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第１章
急
を
要
す
る
手
続
き
・
届
出
と

葬
儀
の
ポ
イ
ン
ト

第2章
年
金
・
保
険
・
銀
行
な
ど
も
れ
な
く

押
さ
え
て
お
き
た
い
お
金
ま
わ
り
の
手
続
き

第3章

第4章
相
続
税
、
所
得
税
な
ど
の

税
金
ま
わ
り
の
基
礎
知
識

第5章
こ
ん
な
時
は
ど
う
す
る
？

相
続
手
続
き
Ｑ
＆
Ａ

揉
め
ず
に
進
め
る

遺
産
の
整
理
と
相
続
手
続
き

　

ま
た
、
56
・
57
ペ
ー
ジ
に
改
葬
許
可
申
請
書
の
記
載
例
を
挙
げ
て
お
き
ま
す
。

　

改
葬
で
は
、
新
旧
の
両
方
の
お
墓
で
、
供
養
・
法
要
を
行
う
こ
と
が
一
般
的
で
、
と
く
に
新
し
い
お
墓
で

は
必
ず
納
骨
の
法
要
を
行
い
ま
す
。
新
し
い
お
墓
を
建
て
る
費
用
と
法
要
を
あ
わ
せ
る
と
、
２
０
０
万
〜

３
０
０
万
円
の
お
金
が
か
か
る
の
が
一
般
的
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
お
墓
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
原
状
を
回
復
さ
せ
る
た
め
の
費
用
の
ほ
か
、
寺
や
宗
派
、
地

域
に
よ
っ
て
は
こ
れ
ま
で
の
お
墓
の
あ
る
寺
か
ら
檀
家
を
離
れ
る
た
め
の
離
檀
料
を
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
相
場
は
寺
や
宗
派
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
面
も
あ
り
、
明
確
に
示
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
10
万
〜
20
万
円
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
も
、
明
確
に
「
離
檀
料
」
と
銘
打
っ
た
費
用

で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
寺
に
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
の
「
お
布
施
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
墓
石
を
再
利
用
す
る
場
合
、
墓
石
の
運
搬
費
用
だ
け
で
す
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

新
た
に
お
墓
を
建
て
る
場
合
は
、
墓
石
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

　

事
実
上
、
一
時
期
と
は
い
え
２
か
所
に
お
墓
（
墓
地
）
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
移
す
準
備
を
す
る
た
め
の

お
金
も
バ
カ
に
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
は
留
意
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
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※書式は市区町村によって異なる

令和

11

30 以下不詳 以下不詳
不詳 不詳

姉の子03-○○○○-○○○○

6 11

30

6
2 28 2 58

東京都台東区○○○
佐藤 三郎

4 7 10

佐藤 一郎

東京都台東区○○○

改葬前の墓地を使用している人
（墓守り）の同意のうえ、申請する
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第１章
急
を
要
す
る
手
続
き
・
届
出
と

葬
儀
の
ポ
イ
ン
ト

第2章
年
金
・
保
険
・
銀
行
な
ど
も
れ
な
く

押
さ
え
て
お
き
た
い
お
金
ま
わ
り
の
手
続
き

第3章

第4章
相
続
税
、
所
得
税
な
ど
の

税
金
ま
わ
り
の
基
礎
知
識

第5章
こ
ん
な
時
は
ど
う
す
る
？

相
続
手
続
き
Ｑ
＆
Ａ

揉
め
ず
に
進
め
る

遺
産
の
整
理
と
相
続
手
続
き

改葬許可申請書の記載例

令和

令和

令和

××

佐藤 太郎 東京都台東区○○○
東京都台東区○○○

東京都台東区△△△

台東寺　住職　竹田 一郎

青森県青森市○○○

××　住職　吉田 二郎

東京都台東区 以下不詳

東京都台東区△△△
青森県青森市○○○

不詳不詳

東京都台東区○○○
東京都台東区○○○
東京都台東区以下不詳
不詳

佐藤 花子
佐藤 以下不詳
不詳

4 8 8

4 7 15

4 7 20

市区町村役場

どこで

事由が発生した時
すみやかに

いつまでに

古くからのお墓で詳細が
不明の場合は「不詳」と
記入する

東京都台東区に
あるお墓を青森
市のお墓に移す
ケース。新旧両
方の墓地管理者
の証明を受ける




